
間の基本的な営為である言語活動は文化的営為で

ある。 互いの言語の尊重は、 互いの文化の尊重で

もある。 韓国で、 つたない韓国語を少しでも話す

と、 韓国の人々はすぐ 酔軒 源聖 設 馬獣革推 .

（「ウ リ ・ マルル ・ チャーラシネヨ」 ＝ 「私たちの

言葉がお上手ですね」） と言って くれる。 異なる文

化間での人と人との交流そして相互理解は、 この

よ うなと こ ろからはじ ま るのではないだろ うか。

ちなみに、 21世紀は多言語 ・多文化の時代と言わ

れている。

私は一応中国語と英語がしゃべれる。 “一応” と

いったのは、 何とか相手と意思が通じ合え、 こ ち

らの意図する こ と、 つま り仕事や研究事業の目的

を、 これまた何とか達成できる と い う こ とであ

り、 人に披瀝できるほどの実力はない。 も っ と恥

ずかしいこ とは、 大学時代に中国語、 英語以外に

ド イツ語1年、 フランス語と朝鮮語は 2年、 ロシア

語はプーシキンの詩を聞く まで 3 年もやったが元

の木阿弥である。 どれも何一つ実を結んでいな

い。

だだ、 英語学習でプラスであったのは、 米国の

大学院留学のとき、 毎週英語でペーパーを書かさ

れたこ と、 2 年間アメ リ カの白人家庭にホームス

テイしたこ とである。 ラ リー、 ドニ―、 シェ リー

の兄、 弟、 妹は今ど う しているのだろ うか。 中国

語のマスターでは、 大学で中国語を専攻したが、

やは り前職の財団法人日中経済協会の仕事で通算

10 年間、 北京に駐在したこ とが幸運であった。

とはいっても、 私の中国語は英語と同じで実践

の中で覚えたので中途半端、 本来なら こ こで紹介

するのもおこがま しいと思っている。 多く の中国

の友人は私の中国語を聞いて、 おせじ と気を悪く

してはいけないと思い、 「講得好 （上手ですね）」

と言って くれる。 私の本心は上手とはいっ こ う に

思っていないので、 いつも聞き流している。 それ

とは別に、 きまってこのよ う に答えている。 「我的

中文、 基本上没有問題、 但是実際上有問題」 （私の

中国語は基本的に問題ないが、実際上は問題あ り）

と。 要するに、 外国語はできるか、 できないかし

かないのであ り、 ち ょ っ とできるなどはできない

部類に入る。 そう考える と、 私の中国語も 「でき

ない」 部類に入るのである。 外国語マスターは趣

味やア クセサ リ ーでないので甘 く見てはいけな

い。 畢竟到達点はない。

その実、 私の女房に 「私の外国語マスターにつ

いて書いて欲しいと頼まれている」 とい ったら、

あなたの外国語マスターはいいかげんだから読ん

だ人が誤った考えをもつので、 絶対書かないほう

がいいと嘲笑し、 苦言を呈する。

ちなみに私の妻は華僑である。 今は日本国籍を

取り、 2児の母であるが、 生まれはシンガポール、

育ちはジャカルタ、 北京で高校時代を過ごし、 中

国全土に極左路線が吹きま く った文化大革命の終

わ り ごろに広東省の農村に下放した。 その後、 香
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港で事業をしていた彼女のお父さんの尽力で中国

大陸を脱出し、香港で1年間英語を勉強した後、 ア

メ リ カの大学に留学した。 米国留学中に私と知り

合い、 大学卒業のあと結婚のため日本に来た。 波

乱万丈、 有為転変の人生といえる。

その結果、 北京語はも とよ り両親のふる さ との

言葉である膃南語 （福建省南部の方言、 台湾語と

同じ）、下放の成果として広東語、半分母国語であ

るイン ド ネシア語、 その兄弟語であるマレーシア

語、そして英語、日本語と 7つの言葉を操る。 そん

な言葉上のタレン ト である愚妻が私の外国語をバ

カにするのだから、 私の実力もたかが知れてい

る。 多くの華僑が多種の言葉をし ゃべれるのは彼

らの人生そのものだから仕方ない。 私と比較され

たら困るが、 それでもあえて書く のは、 私は私な

り のやり方で勉強したからである。

外国語のマスターの第一はまず日本語をよ く

し ゃべる こ とである。 日本語で話す内容を持たな

いのに、 ど う して外国語までう ま く なれるだろ う

か。 語学学校にい く ら行っても、 何かし ゃべろ う

とする話題や自分な り の見識、 判断、 知識を持っ

ていないと、 上達する こ とはない。 はっき り いっ

て無口な人はまず外国語はう ま く ならない。 日本

語でも し ゃべら ない人が、 いきな り 外国語でむ

ちゃ く ちゃ し ゃべれるなんてあ り えない。 ジキル

博士とハイ ド氏なら別であるが。

第二にアウ ト プッ ト から インプッ ト を考える こ

と。 具体的にい う と、 自分がある場所である問題

についてスピーチする と想定して、 それを外国語

でどのよ う に言う のか考えて練習する こ とであ

る。 圧力、 強制をかけるのである。 外国人が聞い

ている と想像して、 こ う いった言い方、 表現は外

国語でどのよ う にい うのかをまず考える こ と。 い

きな りがむし ゃ ら に単語を覚えても意味がない。

自分の仕事や勉強に関係する、 興味のある事象か

ら まず単語をマスターしてい く。 身に付く きっか

けは興味である。

第3は聞く力 （hearing） をつける こ と。 聞く力を

100 とする と、 し ゃべる力は半分である。 聴いて

分からないのに、 ど う してし ゃべれるのか。 勉強

の方法は ま ず毎日テープ を聞い て書き取る 、

dictation （中国語では听写という） の練習が肝要で

ある。 目で見て分かっても し ゃべれない。 赤ちゃ

んの学習過程と同じである。 一種の単純肉体労働

である。

第 4 は口慣ら しの読む練習である。 朗読と もお

経を唱える と も言える。 同じ教科書を 3 回読むま

で使う こ とが大切である。 文章を暗記しよ うなど

と欲を出さず、 ひたすら毎日10分ぐらいずつ読み

進むこ と。 教材は今の自分のレベルよ り一つ下の

レベルの本を使う と良い。 高校の教科書を音読す

るためにも う 3 度使用してみたら ど うか。 注意す

べきこ とは、 ぶ厚い教材を使用しないこ と。 薄い

のだと早く終り マスターした気分にひたれる。 偉

そう に言っている私も大学の教授になって以来、

忙し さ にかまけてやっていないのが実情である

が。

第 5 は、 「継続は力な り 」。 外国語のマスターの

プロセスは図のよ うな右上が り の放物線を描く。

aから b までの時間帯はい く ら勉強しても成果が見

えず、 いらいら していやになる。 この期間にギブ

ア ッ プする人が多い。 その苦し い時期が過ぎる

と、 急に成果が見えて く る。 そこ まで辛抱できる

かど うかが、 外国語マスターの分岐点である。 こ

れをも って柔道、 剣道、 茶道、 華道等に倣い 「外

国語道」 と言う。

私の人生を振り返って、 やは り英語と中国語を

やっていて良かったと感じ る。 特に中国語を勉強

したおかげで、 中国関係に接し就職においても、

思索においても、 研究においても私の人生を豊か

にして くれた。 若い諸君が中国語を勉強して決し

て悔いはないであろ う。 ましてや 21世紀は中国が
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台頭し、 注目されるからである。

最後に外国語ができる こ とは、 頭の良し悪しに

関係ないと肝に命じ るべきで、 できな くても悲観

する必要はない。 ただ、 外国語をマスターする と

世界が広がり、 知識が深まる。 そして、 マスター

した人は、 そうでない人と比べて、 新しいモノへ

の好奇心が強く活動的、 未知への興味が強く理知

的、我慢強さの 「3強」 を兼ね備えていると見られ

るだろ う。

言語には口語と書面語とい う二つの形がある。

口語は書面語の基礎でも あ り 、 人類の コ ミ ュニ

ケーシ ョ ンの重要な手段でもある。 日常生活では

口語が書面語よ り よ く使われ、 人間社会に欠かせ

ないものである。 しかし、 外国語を勉強する人は

口語よ り書面語に力を入れる人が多い。 なぜかと

い う と書面語は口語よ り発音の正確さが要求され

ないし、 作文を書く時にゆっ く り考えながら書け

ばよいからである。 それに、 教育機関では外国語

の実力評価は筆記試験で評価する こ とが多い。 そ

れで書面語を重視し、 口語を軽視する とい う現象

が表れたのである。 これはもちろん外国語教育の

基本方針と教育者の教え方にも関わっている こ と

である。

私はよ く学生に 「どの国の言葉がやさ しいです

か」、 「中国語は本当にむずかしいね」 と言われる

たびに 「母国語の以外の言葉はみな難し いです

よ、 みなさんにと っての中国語ももちろんのこ と

です。 難し く なければ、 大学に入って勉強する必

要はないのではないですか」 と答えている。 確か

に外国語は容易に身につ く ものではな く、 時間を

かけて勉強しなければ、 上達するものではない。

中国では外国語教育の基本は 「聞く、話す、読む、

書く、 訳す」 こ とである。 外国語をマスターする

には良い環境 （客観的要素） と自分自身の努力 （主

観的要素） が必要である。 むしろ、 後者のほうが

重要である と言えよ う。 中国語には 「

」 （志さえあれば必ず成功する） とい う諺がある

が、 私は外国語を勉強する過程において、 これを

痛感している。 志と自信がなければ、 語学に限ら

ず、他の事もマスターできない。 「習っている外国

語を必ず身に付けるとい う意志を持つこ とが大事

だと思う。

私は外国語を勉強する以上、 発音は勿論の こ

と、 会話をきちん とやら なければなら ない と思

う。 外国語を習得する際、 聞く こ と と話すこ とは

最も基本である。 一般的に自分の勉強している外

国語が正し く聞き取れるなら、 その言葉の発音を

真似する こ とができ、 文章も一応読めるのであ

る。 これらは相互補完の関係にある。 中国語を母

国語とする人が日本語を習う場合と して、 日本語

を母国語とする人が中国語を習う場合も、 最初に

正し く練習する こ とが大変大事である。 最初の発

音をし っか り マスターしておかないと、 後々勉強

に支障が出て く る。 始めに覚えた変な発音はあと

から直そう と しても、 一度ついてし ま った癖はな

かなか直らない。 だから、 発音の基礎を固める こ

とは外国語学習の第一歩である。 初心者に と っ

て、 日本語の 「長音」 「濁音」 「促音」 「拗長音」 は

わ り あい難しいと思う。 中国語の標準語にはそう

い う音素がないからである。 中国の四川、 湖南、

陝西、 福建省など長江沿岸地域出身の人は始めの

う ち、 日本語の 「な」 と 「ら」 がう ま く区別でき

ない人が多く、 ずいぶん苦労する。 これはその地

域の発音の特徴が影響しているよ うだ。 私の体験

から い う と日本語を習いだして最初の一ヶ月間

は、 先生やネイティブスピーカーの模範的な発音

テープを繰り返し聞きながら、 その発音を何回も
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